
役　員　各　位

令和 ３年 ９ＪＩ吉日

大ｌｉ経済大学大棟会淡路島支部

支部長　　赤　松　慶　タ、、

令和３年度大阪経済：大：学メ；樟会談路鳥支部役員会ａび総会について

ａ暑の候　貴職におかれましては、ミ１４ ごＳ勝でごき躍のこと とお慶び申しあげます。

また、日 ほは肖支部の諸き動に、格Ｓｊのごき解とご協力を賜 り、 まこ とにあり がと うご

ざいます。

さて、みだしのこ とについては、新をコ ロナ感染防止対策 として霸年度は３ ０回Ｅ念

の総会ではございましたが、次年度にｔ期するＳびと なり ました。 しか しながら、本年

度になっても新型コロナのｇＪまがｌｌ又ま りを見せず、 祖１４ぶでも淡路ｊ１１ぼで感染者数が増

え続けています。

本来であれば、支部役員会を回催したう えで、総会の回催の是非を相談 させていただ

くべきではございますが、 皆様の９康と安をを最優先に考え、 残念なが ら今年も総会は

次年度へｔ期 させていただきたいと 存じます。

また、支部役員会につきま して も、 書Ｓによ る決議と させていただきたいと ＭＩ、います

ので、５３１』添の事業報告書、央算報も書、Ｅを報告書にお 目ａ しの うえ、下Ｅま でご意ｊ１

等お願い したいと思います。

尚、 ご意見等ご連絡なき場合は、ご承認されたも のと させていただきま す。

記

連絡先　 事務局　榎本輝夫 （０７９Ｆ５５－０４３１　０９０－８３７７－２ １０５）



令和２年度大・経済大学大棟会
淡路あ支部事業報告

開催日 開催 場所 事業 ｉ大｜容 歯　　考

７Ｊョ１ １９日 ＮＰＯ　ＳＮＷ事務所

（南あわじ市神４ｔ）

○決算ｔを実施

・令和２年度な支決ＳＥを

○第１回支部Ｒ員会（午愾）

・令和２年度事業、鼈支決算に関する打合せ

・令和２年度会計Ｅを報告

・令和２年度総会に関する打合せ

（ｉ席）

支部長外 １２名

第３０回ＥｔＳ会はＲ３にｔ期



令和２年度大・経済大学大棟会
湊路島ま部会１＋ １１又支決算書

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単Ｑニ Ｆ＝ｌ）

科　　目 当初予算額 ・ｉＥ後予算額 決算額 説　　明

１． 繰越金 ２３６；５２１ ２３６，５２１ ２３６，５２１ 前年度繰越金

２． 助成ｔ １２０，０００ ６０，０００ ６０，０００ 支部活動費（本部より）　　　　 ６０，０００

３． 総会収入 ３００，０００ ０ ０ 新型コロナ感染予防対策にため 中止

４． 預金ｌｊ息 １ １ １ 預金・息

５． 諸収入 ２，４７８ ４７８ ０

収入合計 ６５９，０００ ２９７，０００ ２９６，５２２

ｌ叉出のＳ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単ｔＲ）

科　　目 ｉ初予算額 更ｉＥ後予算額 決算額 説　　明

１． 総会費 ４４０，０００ ０ ０ 新１１コロナ感染予防対策にためゆ止

２． １１ 修費 ７０，０００ ７０，０００ ０ 新１１コロナ感染予防対策にため中止

３． 役員会費 ５０，０００ ５０，０００ ３４，７６７ 役ａ会

（７／１ ９）

４． 通信費 ２０，０００ ３０，０００ ６，３００ 郵便ｆｔ

５． 事務費 ２０，０００ ２０，０００ ７７０ 振込手数料

６． 慶ｌ費 ３０，０００ ３０，０００ １０，０００ きｉＥａ見舞い

７． 諸　費 ６０，０００ ９７，０００ ６０，０００ 現役学きへの支援金として

支ｉ合計 ６９０，０００ ２９ ７，０００ １１ １，８３７

（収入合計）　　一

２９ ６，５２２　Ｒ

（支ｉ合計）　 ＝　　 差ｌｌｌ残額（次年度繰越金）

１１ １，８３７　Ｆ１　　　　　　　　　　　１８４，６８５ 円



会ａｔ監 ∃ｉＥ報 ７ｈ
口

令和２年度大聡、経済大学大樟会淡路島支部会計に

ついて、 会計帳簿 ・預４通帳・ 領収書等の関係証・書

類を監査した ところ、 会計はｊＥ確に経瑞！されており、

収支は適ｉＥであった こと を認めま したので、

報告 しま す。

タ加 ３年 ｙＪＩ之 ぷ日

ここに

監事　恢 ｉヽｌ 参一窖

ｔ粤　緘へ　才氷、瘢


